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2014年度 研究室活動
<2014年>
4月3日(木)社 会福祉学分野2年 生/大 学院新入生オ リエ ンテーシ ョン
5,月22日(木)修 士論文指導会
「ケイパ ビリテ ィ ・アプローチ と障害(仮)」(発表者:風 藤良太)
「中国社会 にお ける貧困の実情 と子 どもへの影響(仮)」(発表者:楊 盈盈)
「上海市にお ける地域在宅介護サー ビスの現状 と課題一包括的な在宅介護サー ビ
ス提供システムの構築にむけて一」(発表者:愈 陳農)
「こどもグループ ワークが 日常生活に影響するプ ロセスに関する研 究(ソ ーシャ
ル ワー クの視点 に基づ くナラティヴ分析」(発表者:金 昭亨)
6月5日(木)ア ジア人材入試 口頭試 問
6月26日(木)博 ±論文中間報告会
「介護保 険制度 における福祉 の市場化 に よる影響 の 日韓比較研究 一提供機 関へ
の自記式質問紙調査 を通 して一」(発表者:崔 仙姫)
院生報告会
「タイ、 フィリピンの障害者運動 と障害者施策の相互作用 と比較の視座」(発表
者:千 葉寿夫)
6,月27日
7月10日
7月20日
7月20日
8月16日
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
9.月22日・23日
10月9日(木)
「M.C.
風藤 良太)
「生 活保護 ケー ス ワーカー の 「困難 経験 」 とは何 か一ケー ス ワー カ ーの裁 量 に焦
点 を 当てて一」(発表 者:青 木 尚人)
「中国社 会 にお ける貧 困の実 情 と子 どもへ の影 響(仮)」(発 表者:楊 盈盈)
「上海 市 にお ける地域 在宅 介護 サ ー ビス の現状 と課 題一包 括 的 な在 宅 介護 サ ー ビ
ス提供 シ ステ ムの構 築 にむ けて一」(発表 者:命 陳農)
卒業論文中間報告書提 出
社会福祉±国家試験受験希望者オ リエ ンテーシ ョン
オープンキャンパス
大学院入試説明会
オープンキャンパス
(月・火)大 学院 博士前期課程 入学試験
修±論文中間報告会
ヌスバ ウムの示す理論一知的障害者の包摂可能性の検討一」(発表者
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「構造化 され ていない子 どものグループワークが 日常生活 にどのよ うに影響す
るのか(ナ ラティヴ実践理論を援用 したプ ロセス評価研究)」(発表者:金 昭亨)
「高次脳機能障害者 の地域 生活継続 における課題 と考察一家族 によるケアの実
態調査か ら一(仮題)」(発表者:菅 野紗穂里)
10.月14日(木)
10.月16日(木)
10.月30日(木)
11A6日(木)
11,月15日(」二)
司会:堀 江孝 司
報 告:稲 葉 昭英(慶 応 義 塾大 学)
討 論者 室 田信 一 、与 田翔平(国 立社 会保 障 ・人 口問題研 究 所)
11月15日(土)社 会 福祉 学研 究室 同窓会
11,月26日(水)研 究生入 試
12.月4日(木)第1回 卒 業論 文 ガイ ダ ンス(3年 生 対象)
12.月11日(木)第2回 卒 業論 文ガ イ ダ ンス(3年 生対 象)
12.月11日(木)博 士課 程院 生報 告会
12月18日
<2015年>
1.月13日(火)
1.月14日(水)
2.月5日(木)
第1回 所属決定ガイダンス(1年 生対象:社 会福祉学分野)
社会福祉士国家試験受験希望者対象模擬試験
卒業論文中間報告会
第2回 所属決定ガイダンス(1年 生対象:社 会福祉学分野)
学術講演会 「RecursiveRegressionの展開」
「教育機会の保障は どの ように正 当化 されてきたのか一福岡学資保 険訴訟 を通
して一」(発表者:荒 巻孝次)
「「当事者活動」に対す る 「語 られ方」の変遷一セル フヘル プ ・グループか らピ
ア ・サポー トへ一」(発表者:津 久井康 明)
(木)社 会福祉士模擬試験+特 別講義
修士論文提出 日
卒業論文提出 日
修士論文審査会(口 頭試問)
「中国社会 にお ける貧 困率の測定及び貧 困層 の探 索一ChildHealth
andNutritionSurveyによる計量分析一」(発表者:楊 盈盈)
「医療機関における子 どものグループ活動が 日常生活に与 える影響 に
関す る研究一子 どもの振 る舞い と保護者 のナラティヴに注 目して一」
(発表者:金 昭亭)
「アマルテ ィア ・セ ンとマーサ ・ヌスバ ウムの障がい観について一能
力観か らの検討一」(発表者:風 藤良太)
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2,月6日(金)
2月16日(,月)
2月17日(火)
3.月21日(土)
「ナ ラテ ィヴ ・アプローチの到達点 と課題 に関す る分析一援助関係 を
基 にして一」(発表者:青 木 尚人)
「上海市 における地域在宅介護サー ビスの現状 と課題一包括的な在宅
介護サー ビス提供システムの構築 にむけて一」(発表者:命 陳農)
卒業論文発表会(公 開審査会)
大学院外国人特別 入学試験
大学院博士後期課程 入学試験
卒業式 ・学位授与式
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2014年度 教員の活動
1.論文 ・書籍 等
・岡部卓 『新版 福祉事務所 ソーシャル ワーカー必携 生活保護 における社会福祉実践』
社会福祉法人 全国社会福祉協議会、2014年7H。
・岡部卓 「人 口減少社会における社会保障」「生活保護 について考える一貧 困をどうみ るか、
また生活保護制度は機能 しているか一」『首都大学東京オープンユニバーシテ ィ特別講座 ・
市民のための 自治入門セ ミナー ・講義概要』(講演録)特 別 区協議会/首都大学東京オープン
ユニバーシティ、2014年8.月。
・岡部卓 「VI社会福祉 ・教育学」廣瀬肇監修 岩 田誠他編 『言語聴覚士テキス ト第2版』
医歯薬出版、2014年10.月。
・岡部卓 「生活困窮者 自立支援法 と自治体」『月刊地方 自治職員研修』通巻668号、2014年
11.月。
・岡部卓 「第5章 生活保護」『健康支援 と社会保障一社会福祉 と社会保 障』メデ ィカ出版、
2015年1月。
・岡部卓 「第6章 公的扶助」福 田素生著者代表 『系統看護学 社会福祉』医学書院、2015
年2A。
・岡部卓 「第1章 現代社会 と公的扶助」共編著 『社会福祉学習双書第7巻 公的扶助論』
全国社会福祉協議会、2015年3月。
・岡部卓 「第2章 生活保護制度 の概要」共編著 『社会福祉学習双書第7巻 公的扶助論』
全国社会福祉協議会、2015年3月。
・岡部卓 「第4章 低所得者施策の概要」共編著 『社会福祉学習双書第7巻 公的扶助論』
全国社会福祉協議会、2015年3,月。
・岡部卓 「第5章 ホーム レス状態にある人々の支援」共編著 『社会福祉学習双書第7巻 公
的扶助論』全国社会福祉協議会、2015年3H。
・岡部卓 「資料編」共編著 『社会福祉学習双書第7巻 公的扶助論』全 国社会福祉協議会、
2015年3.月。
・岡部卓 「生活困窮者 自立支援法の進め方」『生活 と福祉』全 国社会福祉協議会、2015年3
,月。
・岡部卓 「福祉事務所における生活困窮支援 の障壁一社会福祉 の 『縮小化』傾向をワーカ
ー として如何に読み解 くか」『ソーシャル ワーク実践研 究』創刊号、 ソーシャル ワー ク研究
所、2015年3月。
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・岡部 卓 「事例編 」 『い っ しょに歩 けば だい じょ うぶ一川 崎 市生 活 自立 ・仕事 セ ン ター だ
いJOBセ ンター の実践 』川 崎 市生活 保護 ・自立支援 室 、(株)バ リュー ブ ックス2015年3
,月。
・岡部 卓 「調 査 報告 ・社 会 的包摂 システ ム に係 る調 査研 究一 東京都 にお け るホー ム レス生
活保 護 受給 全数調 査一 」 『人 文学 報』N・.499、2015年3.月。
・姜恩 和 「2012年養 子縁組 特例 法 にみ る韓 国 の養子 制度 の現 状 と課題一未 婚母 とそ の子 ど
もの処遇 を 中心 に一」 『社会 福祉 学 』55巻1号 、2014年5月 。
・姜恩 和 「養 子 縁組 あっせ ん をめ ぐって論 じられ て きた こ と一 韓 国の動 向 につ いて」 『里
親 と子 ど も』Vol.9、2014年9.月。
・姜 恩和 「私生 子法 と母 子保護 法 を通 した 日韓 比較 の試 み一養 子制 度 にお け る未 婚母 の位 置
づ けを め ぐっ て一」 『社 会 イ ノベー シ ョン研 究』 第10巻 第2号2015年3.月 。
・姜恩 和 「予期せ ぬ妊娠 を した女 性 の支援 に関す る考察一 韓 国 の 「未 婚母 子施 設 を通 して
一 」 『人文 学報 』No.499、2015年3H。
・小川 喜道 ・杉 野 昭博編 『よ くわか る障害 学』 ミネ ル ヴァ書 房 、2014年4A。
・副 田 あけみ ,松本 葉子,長 沼 葉 月 、土屋 典子 「高齢者虐 待 対応 にお ける機 関間 協働 ス
キル:行 政 と地域 包括 支援 セ ンター の場 合 」『高齢者虐 待 防止研 究』10(1)、2014年3月。
・長 沼 洋一 ・長 沼葉 ,月「大学 にお ける学生 支援 業務 に従 事す るキ ャンパ ス ソー シャル ワー
カー の業務確 立 プ ロセ スに 関す る研 究 」『学校 ソー シ ャル ワー ク研 究』(9)、2014年5.月。
・長 沼 葉月 「『ケー スカ ンフ ァ レンスの方 法』 の体験 型研 修 に 関す る一考 察」 『人文 学報 』
No.499、2015年3月。
・堀江孝司 「世論」本 田宏 ・堀江孝司編 『脱原発の比較政治学』法政大学出版局、2014年5
月。
・堀江孝司 「日本社会は右傾化 しているか:世 論調査にみ る実相」『生活経済政策』第211
号、2014年7月。
・堀江孝司 「安倍政権 受 け皿不在の強さ:世論調査に見る安倍支持の実相を読み解 く」『現
代の理論DIGITAL』第2号、2014年8A。
・堀江孝司 「安倍政権の二年 間を問 う一 民主主義軽視の暴走政権の足跡 と野党の役割」『月
刊 自治研』第56巻663号、2014年12H。
・室 田信一 「社会 的排 除 に対す る コ ミュニ テ ィ ソー シ ャル ワー ク と福祉 教 育」 『日本福 祉 教
育 ・ボ ランテ ィア学 習学 会研 究紀 要』vo1.23、2014年7月。
・室 田信 一 「日本 にお け るコ ミュニテ ィ ソー シ ャル ワー クの現状 と課題 」『月刊 福祉 』97巻
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10号、2014年8月 。
・室 田信 一 「福祉 教 育 ・ボ ラ ンテ ィア学習研 究 の挑 戦」20周 年記 念 リーデ ィン グス編 集 委
員 会編 『福 祉 教育 ・ボ ラ ンテ ィア学習 の新 機 軸一学 際性 と変革 性 』大 学 図書 出版 、2014年
10月。
・室 田信 一 「コ ミュニテ ィ ・オー ガナ イ ジ ング ・ジャパ ンの発 足 とそ の実 践」 『同志社 社 会
福祉 学 』28号 、2014年12月。
・室 田信 一 「住 宅」埋橋 孝文 ・矢野裕 俊 監訳 、マイ ケル ・ヒル 、 ゾー イ ・ア ー ビング著 『イ
ギ リス社会 政策 講義一政 治的 ・制度 的 分析』 ミネ ル ヴァ書房 、2015年2A。
・室 田信 一 「世 界 の 中のイ ギ リス 」埋 橋孝 文 ・矢 野裕 俊 監訳 、 マ イ ケル ・ヒル 、 ゾー イ ・
アー ビング著 『イ ギ リス社 会政 策講 義一政 治的 ・制 度 的分析 』 ミネル ヴァ書 房 、2015年2
月。
・斉藤 弥 生 ・所 め ぐみ ・室 田信 一 「調 査概 要 と分 析 の枠 組 み」 上野 谷加 代 子 ・斉 藤弥 生 編
著 『福 祉 ガバ ナ ンス とソー シャル ワー クービネ ッ ト調 査 に よ る国際 比較 』 ミネ ル ヴァ書房 、
2015年2.月。
・所 め ぐみ ・斉藤 弥 生 ・室 田信 一 ・羅 眠京 「調 査 結果 と各 国 の比較 」 上野 谷加 代 子 ・斉藤
弥 生編 著 『福 祉 ガバ ナ ンス とソー シ ャル ワー クービネ ッ ト調査 に よる国際比 較』 ミネ ル ヴァ
書 房 、2015年2.月。
・矢嶋里絵 「障がいのある子 どもの育児 と家族支援」古橋エ ツ子 ・床谷文雄 ・新 田秀樹編
『家族法 と社会保 障法の交錯 一本澤巳代子先生還暦記念』信 山社、2014年10A。
・和気純子 「総合相談システムー地域包括ケアの動 向一」岩崎晋也 ・岩間伸之 ・原 田正樹編
『社会福祉研究のフロンティア』有斐閣、2014年10.月。
・和気純子 「要介護高齢者の貧 困と社会的排除一介護の市場化 から地域包括ケアへ一」『老
年社会科学』Vo136(4)、日本老年社会科学会、2015年2月。
・和気純子 「高齢者への就労支援 の現状 と課題」『職業 リハ ビリテーシ ョン』第28巻No.2.
職業 リハ ビリテーシ ョン学会、2015年3.月。
・和気純子 「第1章 高齢者 の特性(第1節 お よび第4節)」 社会福祉士養成講座編集委員
会 『高齢者に対する支援 と介護保険制度』 中央法規出版、2015年3.月。
・和気純子 「第9章 第1節 高齢者支援 の方法」社会福祉士養成講座編集委員会 『高齢者
に対す る支援 と介護保険制度』中央法規出版 、2015年3A。
・和気純子 「第10章第3節 専門職 の倫理」社会福祉±養成講座編集委員会 『高齢者 に対
す る支援 と介護保険制度』中央法規出版 、2015年3.月。
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・和 気 純 子 ・田 路 至 弘 監 修 『高 齢 者 取 引 の 基 礎 知 識 』 銀 行 研 修 社 、2014年 。
・M ,Shirasawa,K.Uenoya,YAkutsu,J.Wake,D.Kayama,KShimura."SocialWelare
andSocialWorkinRespondingtotheNeedsofanAgingSocietywithFallingBirth
Rare"AMessagetotheWorldfromJapaneseSociologicalandSocialWelfareSocieties.
JapanConsortiumforSociologicalSocieties,September,2014.
2.調査報告 ・書評 ・その他学術成果物
・岡部卓 ・小林理 ・西村貴之 ・三宅雄大 『平成27年度 生活保護受給世帯の学習/進学支援
に関す る研究』(研究代表者 岡部卓)平成27年度科学研究費補助金 基盤i研究(B)2014
年3月。
・岡部卓 ・山田壮志郎 ・垣田裕介他 『ホーム レス緊急一時宿泊事業等 に関する調査研究事
業報告書』(研究代表者 岡部卓)三 菱総研、2015年3.月。
・新保美香 ・岡部卓 ・志村久仁子 『平成27年度 生活保護 自立支援プログラム評価方法研
究会報告書』(研究代表者 新保美香)科 学研 究費補助金基盤研究(C)生 活保護 自立支
援プ ログラムの評価方法に関する研究、2015年3,月。
・小林理 ・岡部卓 ・西村貴之 『生活保護受給有子世帯の生活 ・養育の課題 と就学 ・進学支
援 にっいての基礎 的研究』(研究代表者 小林理)平 成27年度科学研 究費補助金 基盤研究
(C)2015年3.月。
・岡部卓(監 修)『生活 困窮者実態調査報告書』(株)タイムエージェン ト、埼玉県庁、2015
年3.月。
・岡部卓 「第II部1章 生計を支える」(序文)『社会福祉学事典』 日本社会福祉学会事典
編集委員会 丸善出版株式会社 、2014年5月。
・岡部卓 「「わが国における貧 困対策の体系」『社会福祉学事典』 日本社会福祉学会事典編
集委員会 丸善 出版株式会社、2014年5,月。
・岡部卓、「生活保護改革」『社会福祉学事典』 日本社会福祉学会事典編集委員会 丸善 出
版株式会社、2014年5A。
・岡部卓 「貧困」他16項 目執筆 『社会福祉学習双書2014第16巻学びを深 める福祉 キー
ワー ド集』全国社会福祉協議会、2015年3A。
・岡部卓 「つなが りを求める社会」『住民行政の窓』 日本加除出版株式会社、2014年6月。
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・岡部卓 「特別座談会 地域における生活困窮者支援 を考える」『生活 と福祉』No.699、社
会福祉法人 全国社会福祉協議会、2014年6.月。
・姜恩 和 「書評 子 どもの養 子 縁組 ガイ ドブ ック」 『新 しい家 族』57号2014年10月 。
・杉 野 昭博 「書評 松 井彰 彦 ・川 島聡 ・長 瀬修 編 著 『障害 を 問い直す 』」 『障害 学研 究10』
2014年7.月。
・杉 野 昭博 「ほん の森 嶺 重慎 ・広瀬 浩 二郎編 『知 のバ リア フ リー 「障害 」 で学 び を拡 げ
る』(京 都 大学学 術 出版会)」 『A刊 ノー マ ライゼ ー シ ョンー障害者 の福 祉 』2015年2A
号 、2015年2.月。
・室 田信 一 「小 地域 福祉 ネ ッ トワー ク組織 とい う時代 の選択 」 『「課 題発 見 ・解 決 志 向型 の
新 た な地 区社 協」 づ く りに 向 けて～先 進地 区の事 例 か ら～』東 京 都社 会福 祉 協議 会 、2014
年4月 。
・室 田信 一 「最低 保 障 ・基準 」『社会福 祉 学事典 』 丸善 出版 、2014年5,月。
・室 田信 一 「貧 困 と社会 的孤 立」 『社会 福祉 学事 典 』丸 善 出版 、2014年5.月。
・室 田信 一 「戦 略 的 に作 るつ な が り一ふれ あい ・い きい きサ ロンの取 り組 み一」『NORMA』
No.276、2014年5,月。
・室 田信一 「『家 族』の 関係 の新 しい かた ち一宅 老所 の取 り組 み一」『NORMA』No.277、2014
年6.月。
・室 田信 一 「現代 にお ける助 け合 いの可 能性 一住 民参加 がた在 宅福祉 サ ー ビス の取 り組 み一」
『NORMA』No.278、2014年7月。
・牧 里 毎治 、室 田信 一、 中 島修 、 浦 田愛 「無 縁社 会 に立 ち 向か うソー シ ャル ワー ク」『ソー
シ ャル ワー ク研 究』40巻2号 、2014年7.月。
・室 田信 一 「社 協 が拓 く生活 支援 サー ビスの可 能性 一見 守 り活動 の取 り組 み一」『NORMA』
No.279、2014年8,月。
・室 田信 一 「助 け合 う社 会 の萌芽 一生 活支援 サ ー ビスへ の期待 一」『NORMA』No.280、2014
年9,月。
・室 田信 一 「事 業 の定着 と改 良 に向 けて」 『平成25年 度 か なが わ ライ フサ ポー ト事 業報 告
書 』神 奈川 県社 会福祉 協議 会 、2014年10A。
・室 田信 一 「助 け合 う社 会 の創 造 一生活 支援 サ ー ビスへ の戦 略一」『NORMA』No.281、2014
年11月 。
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・矢嶋里絵 「視覚障害者 の通院時院内介助 にっいて」社会福祉法人 日本盲人会連合 『視覚
障害者 に関す る福祉 と医療 の狭 間にお ける制度 の在 り方 に関す るプ ロジェク ト報告書』
2014年5月。
・野 口定久、 白澤政和、住居広士、和気純子ほか 『報告:社 会福祉系大学院発展のための
提案一高度専門職業人養成課程 と研究者養成課程の並立をめ ざして』日本学術会議社会学委
員会社会福祉系大学院のあ り方検討分科会、2014年9月。
・和気純子 「書評:野 口定久編 『ソー シャル ワー ク事例研究 の理論 と実際』」『月刊福祉』
12月号、2014年。
・和気純子 「家族 の介護機能の変化 と介護制度」 日本社会福祉学会事典編集委員会 『社会
福祉学事典』丸善、2014年5月。
・和気純子 「家族支援 と介護福祉」 日本介護福祉学会事典編纂委員会 『介護福祉学事典』
ミネル ヴァ書房、2014年10月。
3.学会発表等
・岡部卓 「日本における貧 困 ・低所得者対策 の動向」『リスク社会到来 に伴 う社会福祉 の課
題 と展望』 日韓セ ッション:韓 国社会福祉学会 一 日本社会福祉学会、韓国 ・釜山2014年4
.月。
・岡部卓 「ポス ト近代家族 における家族支援」『第51回 社会福祉セ ミナー 変容す る家族
と社会福祉一支援戦略のパラダイム転換』公益財団法人 鉄道弘済会 社会福祉第一部、
2014年7.月。
・岡部卓(パ ネルデ ィスカ ッシ ョン コメンテーター)「もやい生活相談データ分析報告会」
NPO法人 自立支援生活サポー トセ ンター ・もやい、 もやい生活相談データ分析プロジェク
ト 東京 しごとセンター、2014年9,月。
・岡部卓 「生活困窮者 自立支援制度 と生活保護」平成26年度 「生活保護受給者チ ャレンジ
支援事業」研究会及び福祉事務所就労支援員研修 アスポー ト就労支援事業 ・埼玉、埼玉 ・
さいたま市2014年10月。
・岡部卓 「研 究者 の立場か ら一権利 としての公的扶助一」結核 ・患者運動/朝 日訴訟その
戦後60年のあゆみの中か ら 日本患者同盟資料研究記念シンポジウム 日本社会事業大学、
2014年10,月。
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・岡部卓 「生活保護 をめぐる動向 と無年金障害者問題」東京 ・無年金障害者 をなくす会 第
17回総会、東京 ・品川2014年10H。
・岡部卓 「生活困窮者支援 に向けた多様 な連携について」『第17回都市政策研究交流会 「多
様な連携 による総合的な生活困窮者支援」』公益財団法人 ・日本都市センター、2014年11
,月。
・小林理 ・岡部卓 ・三宅雄大 「生活保護受給有子世帯における子 ども支援の課題 一生活保
護 ワーカー調査か ら子 ども支援 の現状 と課題 を中心 に一」 日本社会福祉学会第62回秋季大
会、早稲 田大学2014年11月。
・岡部卓 「福祉事務所における生活困窮支援 の障壁一社会福祉 の 『縮小化』傾向をワーカ
ー として如何に読み解 くべきか」 ソー シャル ワーク研究所シンポジウム 明治学院大学
2014年11.月。
・岡部卓(シ ンポジウム ・コーデ ィネーター)「生活の しづ らさを抱えた人々の生活 を地域
で支える」 日本地域福祉学会関東 甲信越静ブ ロック研究集会、栃木 ソーシャルケアサー ビ
ス学会 栃木 ・宇都宮、2015年2.月。
・岡部卓 「生活困窮者 自立支援法施行 に向けて」三菱総研 神奈川 ・川崎市、2015H2,月。
・岡部卓 「生活保護 と自立支援対策」全国市町村研修財団 ・職員研修所 千葉 ・幕張、2015
年2.月。
・岡部卓 「生活困窮者 自立支援法 と自治体の役割」地域問題研究所 愛知 ・名古屋、2014
年3A。
・姜 恩 和 「日韓 の養子縁 組制 度 の比 較一〇歳 児 の遺棄 ・虐待 死 を防 ぐ母 子救 済 システ ム の構
築 に向 けて一」第20回 日本 子 ども虐 待 防止 学会2014年9月 。
・姜恩 和 「韓 国の海 外養 子縁組 の動 向 と課題 」養 子 と里親 を考 え る会 第12回 定例研 究 会
2014年11月。
・姜恩 和 「韓 国の 国際養 子縁組 の歴史 的変遷 と養 子 の現 状」 静 岡大学 人文 社会 科学 部 主催
国際 シ ンポ ジ ウム 社会 的養護 と養 子 縁組 ～世 界 と 日本FosterCareandAdoption:
Japanintheworld2015年3,月。
・杉野昭博 「障害 ソーシャル ワー クの視点か ら見た障害者運動の主張」 日本社会学会第87
回大会 シンポジウム1〈 当事者 宣言 〉の社会学一カムア ウ トか らカテ ゴリー構築 まで、神戸
大学。2014年11.月。
・菅野紗穂里 ・杉野昭博 「高次脳機能障害者 と家族 の地域生活における支援課題一家族 の 『語
り』から」障害学会第11回大会、沖縄国際大学、2014年11.月。
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・千葉 寿 夫 ・杉 野 昭博 「タイ ・フ ィ リピン にお け る障害 者運 動 の展 開 と政 策へ の関与 」 障
害 学会 第11回 大会 、 沖縄 国際 大学 、2014年11月。
・長 沼 葉 月 ,豊 田 裕 美,吉 田 祥 子 ワー クシ ョップ 「生 活支 援 に ブ リー フサ イ コセ ラ ピ
ー の スパイ ス を」.日本 ブ リー フサ イ コセ ラ ピー 学会 第24回 熊本 大会 、熊 本 市国 際交流 会館 、
2014年8.月。
・児 島 達 美,長沼 葉 月 松 島淳,法 澤 直子 大会 シ ンポ ジ ウム 「ブ リー フサイ コセ ラ ピー
に託 す もの ・懸 け るもの」 日本 ブ リー フサ イ コセ ラ ピー 学会 第24回 熊 本 大会 、 くま も と森
都 心 ホール 、2014年8.月。
・長 沼葉 ,月 ワー ク シ ョ ップ 「高齢 者虐 待 事例 へ の 面接 技術 」 日本 高齢 者虐 待 防 止学 会 第
11回横 浜 大会 、 関東 学 院大学 関内 メデ ィアセ ンター、2014年7,月。
・松本 葉 子,長沼 葉 月,副田 あけみ,土 屋 典 子 「協働 ス キル研 修 プ ロ グラム の開発 と効 果
評価(そ の1)一 高齢者 虐待 対応 にお け る実 践 的研 修 の 開発 一.日 本社 会福 祉 学会第62回
秋 季大 会 、早稲 田大 学 、2014年11,月。
・長 沼 葉 月,松本 葉 子,副 田 あ けみ,土屋 典 子 「協働 ス キル研 修 プ ロ グラム の開発 と効 果
評 価(そ の2)一 研 修 前後 の効 果評 価 の視 点か ら一」 日本社 会福祉 学 会第62回 秋 季大会 、
早 稲 田大学 、2014年11月。
・Horie
,Takashi"TheProtestMovementagainstNuclearPowerPlantsin
Post-FukushimaJapan",PoliticalStudiesAssociation,2015Conference,Sheffield,
March,2015.
・Murota,Shinichi"SchoolDistrictSociety:IsSchoolDistricttheAnswer?"Community
IsTheAnswerConference,GlasgowUniversity,June,2014.
・室 田信 一 「マ ク ロ領 域 にお けるスー パー ビジ ョン を考 える」2014年度全 国社 会福祉 教 育
セ ミナ ー 、 日本 福祉 大学 、2014年11A。
・室 田信 一 「誇 りを もって参加 で きる地域 の実 践 のか た ち」JICEシンポ ジ ウム 「子 ど もの
貧 困 と教育 支援 」、 立教 大学 、2015年3,月。
・室 田信 一 「社会 福 祉 学研 究 と実 践 の新 た な枠 組 み一ソー シ ャル ア ク シ ョン を志 向す る研
究 ・実 践 に求 め られ るもの一」2014年度 日本社 会福 祉 学会 関東 部会 大会 、東洋 大 学 、2015
年3月 。
・矢嶋里絵 「障がい者への合理的配慮 をどう提供す るか」町 田商工会議所障がい者雇用セミ
ナー、町田商工会議所会館、2014年12H。
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・和気純子 「ソーシャル ワー ク専門職のグローバル定義 と社会福祉教育の課題」2014年度
全国社会福祉教育セ ミナー、 日本福祉大学、2014年11月。
・崔仙姫 ・寓菊姫 ・和気純子 「介護保険制度における福祉の市場化 による影響 の 日韓比較
研究一提供機関への 自記式質 問紙調査を通 して一」 日本社会福祉学会第62回 秋季大会、早
稲 田大学、2014年11A。
・和気純子 「国際 ソーシャル ワーク会議の動向 と国際定義」第25回東海 ・北陸ブ ロック社
会福祉実習研究大会、金城学院大学、2014年12.月。
・和気純子 「日本 における高齢化 と介護i保険制度の動 向」台湾国立成功大学人文社会研究
セ ンターセ ミナー、台湾国立成功大学、2015年1.月。
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[2014年度 学生研究活動]
【修士論文】
金昭亨:医 療機関における子 どものグループ活動が 日常生活に与える影響に関
す る研究一子 どもの振 る舞いと保護者のナラテ ィヴに注 目して一
命陳農:上 海市における地域在宅介護サービスの現状 と課題
一包括的な在宅介護サービス提供システムの構築にむけて一
楊盈盈:中 国における貧困率の測定及び貧困層の探索
ChildHealthandNutritionSurveyによる計量分析
【卒業論文】
谷 亮哉:「日本の成年後見制度における代行決定の個人差の現状分析」
白井 里佳:小 笠原高齢者の生きがいについて
橋本 秀人:サ ポーター活動 と生きがい
～浦和 レッズサポーターを事例 として～
江 口 綾香:ひ きこもりの当事者 とその家族のソーシャルサポー ト・ネ ッ トワ
ークに関す る実態
和泉恵理香:外 国人参政権をめぐる課題 と今後の方策
小林 研介:社 会福祉協議会中心の災害ボランティアセ ンターによる災害ボラ
ンテ ィア活動の課題
土屋たかし:公 営住宅における地域福祉推進について
緒方 茜:住 民参加型事業の制度 と住民の実態について
山口 純華:地 域包括支援事業における介護予防事情の実態に関す る事例分析
山田 紗弓:福 祉労働における感情労働 と援助関係の相互性について
高橋 咲紀:母 子家庭支援を考える 「母親の生きがい」とい う視点から
佐々木克芳:女 性の貧困問題一性労働従事者 との関連性について
遠藤 智之:大 学生の親密な関係にある他者への攻撃行動についての考察
自己統制、攻撃への意識、 ソーシャルサポー トの視点から
堀本 愛:介 護職の人材不足を大学生のアルバイ トで解消す ることは可能か
結城 美穂:非 行少年の社会復帰に向けた支援のあ り方
一東京都 内の更生保護施設でのインタビュー調査を通 して一
吉田真理子:音 楽がスポーツ選手のwe11-beingに与える影響について
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糸川 大:障 がい学生への大学における支援の現状 と課題
一アンケー ト調査を通 して一
金子侑里香:若 者 とコミュニケーシ ョン能力
荻野 友莉:出 生前診断に関す る女性の決断とそれに対す る支援
青柳 智輝:「福祉施設併設型道の駅」の可能性一 「福祉のまちづくり」「なぎ
さの福祉 コミュニテ ィ論」から考える新 しい 「福祉の拠点づ くり」の検討一
孫 永耐:高 齢者の生きがいへの取 り組み
～高齢期に迎えるさまざまな変化を中心に～
尾関あゆみ:女 性の就業 と育児における地域差 とその課題
小池 伸明:ウ ェッブ夫妻におけるナシ ョナル ・ミニマムの高層についての研
究
笠原 峻:「貧困ビジネス」概念 とその対策に関す る検討
小林 佳春:介 護福祉労働の抱える問題について
一介護職の労働環境の改善に向けて一
渡辺沙也加:日 本における事実婚のあ り方について
一フランス ・パ ックス制度 と比較 しながら考える一
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